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ボンボリにあかりをともして春よ来い！

久
し

振
り
の

太
陽

の
下
で
働

く放
哉

お
ひ
な
様
は
し
ま
い
ま
し
た
か
？

遅
く
片

づ
け

る
と
、

娘
が
な
か
な

か
お
嫁

に
行

け
な

い
と
か
。「
片

づ

け

な

い
」

か
ら
「
片

づ
か
な
い
」

と
い
う

シ
ャ
レ
か
な
？

若

い
娘

の
お
祭
の
話

か
ら
急
に

何
だ
か
、
そ

の

ピ
チ

ピ
チ

娘
も
や

が
て
は
年
老

い
て
行
く
。

こ
れ
は

も
う

い
た
し

か
た
な

い
こ

と
だ
。

し

か
し
、

わ
が
村
の
高
齢
化

は
早

い
。
あ

る
推

計
で
は
、
平

成
十
二

年
に
六
五
才
以

上
の
人

が
全
体
の

二
四
％

に

な
る
と

い
う
。
四

人
に

一
人

が
お
年
よ
り
と
い
う
時
代
が
、

も
う
す
ぐ
や

っ
て
来
る

の
だ
。

と
こ
ろ

で
、
若

い
人
達

と
卓
球

を
楽
し
ん

で
い
る
九

二
成
の
老
女

が
、
百
才

ま
で
続
け

た
い
と
言
っ

て

い
た
。

こ
の
人
は
七

十
過

ぎ
て

か
ら
卓

球
を
始
め
た

と
い
う

。
も

ち
ろ
ん

ボ
ヶ
て

い
な

い
。

そ
う

だ
、
今
か
ら
で

も
遅
く

な

い
、
私

も
皆

も
村
も

何
か
を
始

め

な
く
て

は
。

ボ
ヶ
は

こ
わ

い
。
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これ
からの

農
業
を
考
え
る
！

一
月
二
十
六
日
、
村
農
業
経
営
者
協
議
会
、
村
構

造
政
策
推
進
協
議
会
、
村
農
業
者
就
業
機
会
拡
大
総

合
推
進
対
策
協
議
会
が
合
同
で
主
催
す
る
「
蓬
旧
村

の
農
業
を
考
え
る
」
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
八
戸
良
次
郎
村
長
、
対
馬
義
道
県
農

業
会
議
事
務
局
長
、
工
藤
文
義
農
協
組
合
長
、
青
木

久
馬
農
業
委
員
会
長
を
け
じ
め
、
農
業
関
係
者
四
十

五
名
が
出
席
し
、

。ゆ
た
か
な
農
業
を
め
ざ
し
て
”

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
の
様
子

を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
Ｑ
印
は
、
村
肉
牛
生
産
組
合
、
村
農
協
そ

茱
生
産
組
合
の
各
部
会
か
ら
の
要
望
、
意
見
で
、
Ａ

印
加
、
農
協
及
び
村
か
ら
の
応
答
で
す
。

農業懇談会がら●2

は
じ
め
に

、
坂
本
敏
村

農
協

生

産

販
売
課
長

か
ら
平

成
四

年
産
農

産
物

の
出
荷
量

、
販
売
額
等

に
つ

い
て

次
の

と
お
り
説
明

か
あ
り

ま

し

た
。

・
総
じ
て

安
値

が
続
き

、
面

積

の

伸

び
に
対
し
て

販
売
額

が
落

ち
込

ん
だ
。

・
ト

マ
ト
に

つ
い
て
は
、
価
格

の

安
い
Ｓ

、
二

Ｓ

が
全
体
の
四

十
三

坂本敏村農協生産販売課長



％

を
し

め
、
他
産
地

の
単

価
よ
り
低

く
な
っ
た
。

・
キ
ヌ
サ
ヤ
に
つ
い
て
は
、

価
格

が
二

割
程
度
の
落
ち

込
み

と
、
生
産
量
の
落
ち

込
み
で

、
昨
年
の
四
分

の

三

程
度
に

と
ど
ま
っ

た
。

・
ナ
メ
コ

に
つ
い
て
は

、

安
定
し
て

い
る

が
戸
数

加

減
少
し
て

い
る
。

・
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
者
は
、

戸

数
⊇

尸
と
激
減
し

て

い

る
。

・
当
帰
に

つ
い
て
は
、
平

成
五

年
よ
り

農
協

が
事

務

局

と
な
り

生
産
と
販
売
包

推
進
し
て

い
く
。

・
ネ

ギ
に
つ
い
て
は
、

初

め
て
の
作
目
で
あ
っ
た
が
、

出

荷
の
時

期
が
遅
か
っ

た

こ
と
も
あ
り

、
部
会
員

に

は
気
の
毒
に
思
っ
て
い
る
。

今
年
は
早

め
に
播

種
し
有

利

に
販
売
し

た
い
。

・
水
稲
で

は
、

。
む
つ

は

ま

れ

”
が
九
十
八
％

の
作

付

で
、
ラ
イ

ス
セ

ン
タ
ー

の
高
率
利
用
上

、

。
ふ
系

一
五

九
号

”
と

。
ふ
系
一

四

ご
言
ダ

の
取

り
組
み

を

し

て

い
き
た
い
。

ト
マ
ト
部
会

藤田　修一さん

Ｑ

、
育
苗
施
設

の
導
入
で
き

な
い

か
（
六
月
中

の
出
荷
に
間

に
合

わ
せ
る
た

め
初
期
の
育
苗

）

Ａ

、
花
キ
部
会

か
ら
も
出

さ
れ
て

お
り
、
各
部
会

で
も
っ

と
、
つ

め
た
計
画
作
り
が
必
要
で
あ
る
。

尚

、
計
画
作
り

が
終
了
後

は
、

最

良
の
補
助

事
業
で
対
応
し

た

い
。

Ｑ

、
雇

用
安
定

を
目

指
し
た

い

（
育
苗
か
ら

選
果
ま
で

）

Ａ
、
前
記

の
計
画

が
実
施

さ
れ
た

段

階
で
解
決

さ
れ
る
。

Ｑ
、

集
出
荷
予
冷
施

設
の
拡
充

（

出
荷
量

が
年
々
増
え
、
手

狭

に
な
っ
た

）

Ａ
、
行

政
、
農
協

が
一
体

と
な
っ

て
推
進
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

Ｑ

、
（

ウ
ス
助
成
金

を
継
続
し

て

ほ
し

い
。

Ａ
、
五

年
度
に

つ
い
て
は

、
予

算

に
盛
り
込
み

た
い
。

花
キ
部
会

藤本　富子さん

Ｑ
・
後

継
者
不

足
。

・
や

ま
せ

の
影

響

・
収
入
に
変
動
が
あ
り
す
ぎ
る
。

・
魅
力

が
な
い
。

・
投
資

が
か
か
り
す

ぎ
る
。

・
需
要
品
目

が
か
お
り
す
ぎ
る
。

・
病
気
に

な
り
や
す

い
。

Ａ
、

花
キ
は

今
後
有
望
で
あ

り
、

技

術
、
販

路
等
の
問
題

を
解
決

す

れ

ば
、

後
継
者
不

足

の
解
消

に
つ
な

が
る
と
思

う
。

Ｑ
、

育
苗
施
設

の
導
入
（
早

期
出

荷

）

Ａ
、

各
部
会
で

、
も
っ

と
つ
め
た

計
画

作
り

が
必
要

で
あ

る
。

Ｑ
、

球
根
の
冷

蔵
保
存
施
設

の
導

入

（
時
期
を

ず
ら
し
て
栽

培
で

冫
ぐ
る
。

Ａ
、
于

冷
施
設

を
使
う
こ

と
も
で

き

る

が
、
施

設
的
に

ど
ん
な
も

の
な
の

か
、
検
討
を
必
要

と
す

ナ

メ
コ

部
会

若佐　秀雄さん

Ｑ
、
部
会
員
の
拡
大
を
図
る
（
蓬

田
の
特
産
と
す
る
た
め
に
は
、

ぜ
ひ
必
要
）

Ａ
、
冬
場
の
所
得
源
と
し
て
は
、

3●農業懇談会から
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最
適
品
で
あ
り
、
技
術
管
理
さ

え
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
特
産
品

と
し
て
伸
び
て
い
く
。

シ
イ
タ
ケ
部
会

八戸　良幸さん

Ｑ
、
原
木
等
資
材
の
高
騰
と
部
会

員
の
拡
大

Ａ
、
原
木
不
足
に
よ
る
資
材
等
の

高
騰
が
、
部
会
員
の
減
少
に
つ

な
か
っ
て
い
る
。
当
村
も
遅
れ

た
が
、
平
成
三
年
か
ら
ホ
ダ
本

の
造
林
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
安
く
良
い
原
本
確

保
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た

い
。
（
原
木
に
な
る
に
は
二
十

年
か
か
る
）

当
帰
部
会

藤田　尚政さん

Ｑ
、
擺
り
取
機
等
機
械
化
に
よ
る

作
業
を
望
ん
で
い
る
。
ま
た
、

乾
燥
施
設
が
必
要
。

Ａ
、
面
積
的
に
機
械
ま
で
は
行
か

な
い
よ
う
で
あ
る
。
反
当
た
り

の
収
穫
量
と
粗
収
益
の
向
上
に

よ
り
面
積
が
ふ
え
た
時
点
で
考

え
る
。ネ

ギ
部
会

山本　兼光さん

Ｑ
、
播
種
時
期
等
技
術
指
導
の
徹

底
（
現
地
指
導
も
含
む
）

Ａ
、
技
術
指
導
と
播
種
時
期
に
問

題
か
お
る
。
ま
た
選
別
出
荷
体

制
の
確
立
も
急
務
で
あ
る
。

Ｑ
、
育
苗
施
設
の
導
入

Ａ
、
ト
マ
ト
、
花
キ
に
同
じ

そ
菜
生

産
組
合

吉田　龍一さん

Ｑ
、

輸
送
面

の
体

制

づ
く
り

（
広

域

的
輸
送
体
制

の
導
入

）

Ａ

、
早
急
に

広
域

的
輸
送

に
向

け

て
、
話
し

合
い
を
し
て

い
く
。

Ｑ

、
資
材
等

の
確
保
（

ダ
ン

ボ
ー

ル
な

ど
）

Ａ
、
野
菜
の
体
制
を
把
握
し
つ
つ
、

農
家

に
不

便
を
か
け

な
い
よ
う

に
し

た
い
。

Ｑ
、
温

泉
排
水
利
用

の
育
苗
施
設

の
導
入

。

Ａ
、
ト

マ
ト
、
花

キ
に
同
じ
。

肉
牛
生
産
組
合

Ｑ
、
市
場
性
の
高
い
精
液
の
導
入

Ａ
、
実
施
し
て
い
く
考
え
で
す
。

Ｑ
、
母
牛
の
育
種
化
（
肥
育
の
継

続
）

細谷　靖信さん

Ａ
、
村
で

は
、
あ

る
程
度

肥
育
を

継
続
す

る
つ
も
り

で
い
ま
す
。

た
だ
育
種
化
に
向
け
た
肥
育
は
、

関

係
機
関

と
充
分
検
討
す

る
必

要

が
あ
る
。

Ｑ
、
肥

育
牛
舎

の
施

設
建
設
。

Ａ
、

モ

デ
ル
畜
舎

の
有
効
利
用

と

の
関

連
も
あ

る
の
で
、
今

後
肥

育
部
会
と
関
係
者
で
話
し
合

い
、

良

い
方
向

に
進
め
た

い
。

Ｑ
、
村

に
百
万
円

程
度
の
よ

い
牛

を
、
三

年
間
ぐ

ら

い
継
続
し

て

購
入
し
て

も
ら

い
た

い
。

Ａ
、
村

と
し

て
は
、
以
前

購
入
し

た
経
緯

が
あ
り
、
そ

の
結
果
等

ふ
ま

え
、
財
政
的

な
こ
と
も
あ

る
の
で
険
討
し

た

い
。

討

論
後
、

農
林
漁
業
金

融
公

庫

青
森
支
店

の
森
本
さ
ん

か
ら
、
八

月

に
村
内
で
ア

ン

ケ
ー
ト
調

査
し

た

。
蓬
田
村

の
担

い
手
育

成
方
向

に
つ

い
て

々
の
分
析
結
果

に
つ

い

て
詳
し

い
説
明

が
あ
り

ま
し

た
。

（
調
査

の
集
計
資
料

に
つ

い
て

は

農
業
委

員
会
に
あ
り

ま
す

）

農業懇談会から●4
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勇壮に勇ましく！
初午祭

二
月
六
日
（
土
）
恆
例
の
初
午

祭
（
出
初
式
）
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
午
前
八
時
四
十
五
分
、
村
内

八
分
団
、
百
五
十
五
名
が
村
農
協

米
倉
庫
前
に
集
合
し
ま
し
た
。

式
は
、
殉
職
消
防
団
員
に
対
す

る
黙
祷
か
ら
始
ま
り
、
続
い
て
検

閲
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
村

議
会
議
員
ら
来
賓
が
見
守
る
中
、

高
田
副
団
長
指
揮
の
も
と
分
列
行
進
を
実
施
。
そ

の
後
役
場
前
に
移
動
。

役
場
前
で
は
、
機
械
機
具
を
点
検
の
後
、
越

ｍ

副
団
長
よ
り
「
雨
も
上
が
り
、
大
地
を
踏
み

締
め
一
糸
乱
れ
ぬ
分
列
行
進
、
機
敏
さ
を
発
揮
し

た
機
械
機
具
の
点
検
は
見
事
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て

本
日
の
初
午
祭
り
は
良
好
で
あ
り
ま
す
」
と
講
評

が
あ
り
、
続
い
て
吉
田
団
長
か
ら
「
一
年
の
無
火

災
を
祈

念
す
る

初
午
祭
、
諸
君

の

訓
練

が
遺
憾
な

く
発
揮
さ

れ
立
派

に

終
了
し

た
事
に
感
激
し
て
い
る
。

先
輩

か
ら
引
き

継
い
だ
、

い
わ
ゆ

る

。
王

松
精
神

”
を
汚
す
こ

と
な

く
蓬
田

消
防
人

と
し

て
、
住
民

の

生
命

と
財
産

を
守
り
村
民

の
期
待

に
答

え
て
行

き
た
い
」
と
訓
示

が

あ
り

ま
し

た
。

ま
た
、
八
戸

村
長

よ
り

「
国
民

を
守
る
こ

と
に
於

い

て

、
自
衛

隊
、
警
察
、
消
防

が
あ

り

ま
す

が
、
く
れ
ぐ
れ
も
健

康
に

留
意
し

ご
精

進
下

さ

い
」

と
あ

い

さ
つ

が
あ
り

ま
し

た
。

来

賓
を
代

表
し

て
、
清

水
村
議

会

議
長
よ
り

「
分
列
行

進
、
機
具

点
検
、
有

事
の
際
は
万

全
を
期
し

て
対

処
で

き
る
と
安
心
し
ま
し
た
」

と
。
工
藤

蟹
田
警
察

署
長
よ
り
「
警

察

と
消
防

は
車
の
両
輪
の
如
く
で
、

今
後
も
連
携
と
絆
を
深
め
て
行
き
た

い
」
と

、
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞

が
あ
り

ま
し

た
。

最
後

に
、
ポ
ン

プ
自

動
車
の
村

内

パ
レ
ー
ド
で
防
火

を
呼

び
掛
け

初
午
祭

を
終
了
し
ま
し

た
。

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会

二
月
九
日
、
村
赤
十
字
奉
仕
団

研
修
会
が
中
央
公
民
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奉
仕
団
員
の
意
識
の
高
揚
と
資

質
の
向
上
を
ば
か
り
、
地
域
社
会
の

福

祉
向
上
に
寄
与

す
る
目

的
で
開

い
て

い
る
も

の
で
、
二
十
五

名

が

参
加
し

ま
し

た
。

研

修
会
で

は
、
炊
き
出
し

の
実

習

（
専
用

の

ビ
ニ
ー

ル
袋

に
米
と

水
を
入

れ
輪

ゴ

ム
で

囗
を
閉

じ
て

お
く

と
、
ド

ロ
水

で
も
御
飯

が
炊

け

る
）
の
他

、
講
話
「
赤
十

字
の

心

の
原

則
に

つ
い
て
」

と
、「
日
本

の
赤

十
字

と
組
織
運
営
に
つ
い
て
」

が
あ
り
ま
し

た
。
そ

の
後
、
映
画

。国

際
救

援
最
前
線

”

が
上
映

さ

れ
ま
し

た
。

午
後

か
ら
は
、
救
急
法

が
行

わ

れ
参
加
者

は
、
真
剣

な
ま
な

ざ
し

で
実
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

炊き出しの実習(１袋１合)



広報よもぎた

福はうち！

鬼はそと！

二
月
五
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
と
、
保
育
所
の
子
供
達
が
、
豆

ま
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子
供
達
全
員
で
あ
い
さ
つ
す

る
と
、
練
習
し
て
き
た
遊
戯
を
披

露
し
ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
演
技

す
る
子
供
達
に
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
は
目
を
細
め
盛
ん
に
拍
手
を
送

り
ま
し
た
。

豆
ま
き
で
は
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
が
面
を
付
け
鬼
に
扮
し
て
く

れ
ま
し
た
。
会
場
は
「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
子

供
た
ち
は
、
元
気
に
手
を
振
り
お

別
れ
し
ま
し
渮
い
ｌ
一″

和
気
あ
い
あ
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

一
月

か
ら
週
二
回

、
中
央
公

民

館

が
開

い
て

い
る

パ
ッ
チ

ワ

ー
ク

教
室
で

は
、
四

十
二

名

が
参
加
し

盛
況
に
行

な
わ

れ
て

い
ま
す
。

パ
ッ
チ

ワ

ー
ク
の
魅
力

は
、
和

布
に
綿
を
入

れ
針

と
糸
で
確

か
め

る
感
触
、
針

を
通

す
時
の

、
ふ
わ

っ
と
生
命

が
膨
ら
ん
で
く

る
よ
う

な
感
触
に
あ

る
と
教
室
生

か
話
し

て
く
れ
ま
し

た
。

大
集
会
寔

に
裁
縫
箱

を
広
げ
、

和
気
あ

い
あ

い
の
雰
囲
気

で
開

か

れ
て

い
る

パ
ッ
チ

ワ

ー
ク
に
参
加

し
て
み
て

は
ど
う
で
し

ょ
う

。

パ
ッ
チ

ワ
ー
ク

教
室
は
、
六
月

ま
で
開

催
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し

い
こ
と
は

、
中

央
公
民
館

へ

お
尋

ね
く

だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を
！

平成５年度のスポーツ安全保険の加入受付

平成５年度のスポーツ安全保険の加入受付がは

じまっています。この保険はスポーツ活動、文化

活動、奉仕活動などの際の傷害事故や、第三者に

あたえた損害を補償し、また心臓麻痺などの突然

死に見舞金をお支払いして、グループの人達が安

心して活動できるようにするためにつくられた営

利を目的としない互助共済的な補償制度です。こ

の保険は５人以上のグループで加入できます。み

んなでぜひ加入しましょう。申し込みとお問い合

わせは(財)スポーツ安全協会青森県支部

登0177-82- 6 9 8 ４

区　　　分

・又ポーッ少年団な
どの中学生以下の
グループ

・成人の文化活助
、

本仕活動のクルー
プ

老人クラブ団体

ゲ
ートボール、八

イキングクラブな
ど

・ママさんバレーな
ど地域スポーツの
グループ

・高校、大学、会社
などの同好会

掛　　　金 400円 600円 1,300円

死亡後遺障害 最高2,000万円 最鳥500万円 最高2,000万円

入 院 日 額 4､000円 1.800円 4,000円

通 院 日 飢 1,500円 1,000円 1,500円

賠 償 責 任
討人賠償１人１億円　 囗1故５億円　対物賠依500 万円( 自己負
担1,000円)

共済見舞金 心臓マヒ等の突然死や日射病、熱射病による死亡100万円

老人保健法の医療制度とは

お医者さんに　かかるとき

市区町村に届け出ると 、

老人保健法によっ て「 健康

手帳」と『医療受給 者証』

が交付されます。お医 者さ

んにかかるときは、この 健

康手帳と医療受給者証、 そ

れに医療保険の被保険者 証

（保険証）を窓口に提示し て

く ださ い。

－

病気やケガでお医者さんにかかるとき

は、一つの医療機関(病･医院､診療所)に

ついて、次のような一部負担金を支払う

ことになります。

次のような 場合、医療機関に全額支払

いますが、必 要な 忠類を担当窓口に申請

すれは、老人保健 法できめられた基準 額

について、払い戻し がう けられます。

申請書の用紙は、 担当 窓口に申し出て

く ださい。

急病でやむをえず保険証、健康手帳、医療

受給者証をもたすに医師にかかったときの

治療費。

医師か必要だと認めたコルセットなとの治

療装具代。

医師か必要だと認めたマッサージ・あんま

・きゅうなどの施術料。

骨折・ねんさで柔道整復師の施術をうけた

ときの費用。

(保険の取り扱いをしている柔道整復師て

施術をうけた場合には、医療機関と同様に

一部負担金で施術かうけられます｡)

医師と保険者の両方か認めた付き添い看護

料や移送のための費用。

輸血をしたときの生血代。

詳 し く は 役 場 民 生 課 へ

| 二 900 円

黔4こ咸５･６託度はje 脯同 こなりま す

600 円

黔平成５･６年度は､;鬩円となり ます、

，亡・ 福祉寅 金受玲ａて哇 Ｍ税社讚 観世吊４

‘ １已勠 司鳧２な月 収の限度で 負叩しま す,｜

各課から●6



アメリカ合衆国視察記④

村長 八戸良次郎

ざ
っ
と
米
国

、
カ
ナ

ダ
の
視
察

状
況

を

ご
報
告
し

ま
し

た

が
、
英

語

（
仮
名
文
字

）
の
名
称

な
ど
が

多

く
て
理
解
し

に
く

い
点
も

あ
っ

た

と
思

い
ま
す
。
折
り
に
ふ
れ
て
、

断

片
的
で
あ

る

が
、
村
民

の
皆

様

に
私
の
感
じ

た
こ
と

、
考
え

方
な

ど
を
お
知

ら
せ
す
る
こ

と
が
で
き

た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
村

民
の
皆

様
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
る

も
の
で
あ
り

ま
す
。

生

涯

二

度

と

で

き

な

い

勉

強

で

あ

り

ま

し

た
し

、

こ

の

こ

と

を

村

行

政

の

推

進

に

役

立

て

て

参

り

た

い

と

考
え

て

い
ま

す

。

多

面

に

わ

た

る
視

察

で

し

た

が

、
私

の
記

録
、

資
料

な

ど

を

参

考

に
書

い
た

つ
も

り

で
す

。

視

察

の
箇

所

は

、
ワ

シ
ン
ト

ン
、

バ
ッ

フ

ァ

ロ

ー

、

シ

カ

ゴ

、
　こ
｀ゝ
不

ア

ポ

リ

ス
、

セ

ン

ト

ポ

ー

ル

、

ブ

ル

ー

ミ

ン
ト

、

サ

ク

ラ

メ

ン
ト

、

サ

ン
フ

ラ

ン

シ

ス

コ

等

で

あ

り

ま

す

。最

初

に
書

い

た

よ

う

に

、
多

民

族

と

地

域

の

広

大

さ

に
只

々

驚

く

ば
か

り

と

い
う

こ

と

が
最

も

印

象

的

で

あ

り

、

心

に

残

る

そ

の

他

の

こ

と

を

付

け

加

え

ま

す

と

、

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る
行

政

に
つ

い
て
は

、

連

邦

政

府

は

一

七

七

六

年

に

、

存

在

し

て

い

た

十

三

の

州

に

よ

り

創

設

さ

れ

、

連

邦

政

府

が

採

用

さ

れ

た
時

に

は

、

連

邦

政

府

に

受

権

さ

れ

た
以

外

の

権

限

は

州

の

為

に

保

留

さ

れ

た

と

い
う

。

現

在

五

十

の

各

州

は

、

各

地

方

の

行

政

を

組

織

し

、

各

々
の

機

関

で

各

州

の
権

限

と

責

任

を

分

担

し

て

い
ま

す

。

こ

の

結

果

、

地

方

行

政

構

造

は

、

州

に

よ

っ

て

異

な

っ

て

お
り

ま
す

。

ミ

ネ

ア

ポ

リ

ス

市

（
北

米

）

は

ミ
ネ
ソ

タ
州

の
一
番
大
き

な
市
で

す
。

市
は
一
八
五

六
年
（

明
治
以

前
十
一
年

）
に
組
織

さ
れ
、
当
時

の
最
大
産
業

は
製
材
業

で
あ
る
。

製
材
所
は

、
ミ

シ
シ
ッ

ピ
ー
川
の

滝
の
水
力

発
電

を
利
用
し
、
後
年
、

ミ
ネ
ア

ポ
リ

ス
市
は

、
豊
か
な
穀

貪
地
帯

を
背
景
に
世
界

一
の
大

き

な
製

粉
所

が
で
き

た
と
い
う
。
今
、

こ
の
市
域

は
ア
メ
リ

カ
中
西
部
北

の
金
融

機
関
の
中
心

地
と
な
っ

て

い
ま
す
。

人
口

約
三

十
七
万

、
隣

り

の
州
政
府
所

在
地
、

セ
ン
ト

ポ

ー

ル
市

の
人

口
は
二

十
七
万

人
で

こ

の
両

市

が
双

生
児
の
よ
う

に
発

達
し

た
こ

と
か
ら
、
「
双
子

都
市

（

ツ
イ

ン
シ
テ
ィ

）
」

と
呼

ば
れ

両
市

が
、
周
辺

圈
二

百
二

十
万

人

の
中

心
軸

と
な
っ
て

い
ま
す

。

都
市

づ
く
り
の
特
徴

と
し

て

、

三
＋
1
1
1に
も
及

令
王
な

ビ
ル
を
結

ん
で

い
る
ス
カ
イ
ウ

ェ
イ

（
空
中

遊
歩
道

）
が
あ
り
ま
す
。

窓

ガ
ラ

ス
に
囲

ま
れ
温
度
調

整
の
さ

れ
て

い
る

ス
カ
イ
ウ
ェ
イ

を
通
っ
て

、

専
門
店

、
ホ
テ
ル

、
レ
ス
ト
ラ

ン

等

へ
行

き
来
す

る
こ
と

が
で

き
る

う
え

に
、
交
通

事
故

対
策

に
も
な

っ
て

い
ま
す
。

ミ
ネ
ソ
タ
州
に
は
八
百
五
十
五
の

市
が
あ
り
地
方
行
政
が
行
わ
れ
て

い

ま
す

。
市
は

選
出
さ

れ
た
市

長
と

議
員

に
よ
り
運

営
さ

れ
、
道
路
、

水
道
、
下

水
道

シ
ス
テ

ム
、
警
察
、

消
防
、
公

立
図
書
館

、
公

園
を
管

理
し

て

い
ま
す
。
市
に
よ
っ
て
は

、

公

衆
衛

生
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す

る

他
、
保

健
と
安
全

の
た
め
住
宅

及

び
商
業
用
不

動
産

の
検
査
を
し

、

市
に

お
け

る
土
地
建

物
に
税
金

を

賦
課
し

、
州
及

び
連
邦
政
府

か
ら

の
資
金
を
受
け

取
り
ま
す

。

郡

は
八

十
七
あ

り
、
選
出

さ
れ

た
委

員
に
よ
り
運

営
さ

れ
、
低

所

得
者

の
社
会
福

祉
と
生
活

に
つ

い

て

州
の
法
律

に
基

づ
き
様

々
な
援

助

を
実
施
し
ま
す

。
ま

た
、
郡
は

郡

道
を
管
理
し

、
裁
判
所

を
運
営

し

、
大
き
な
市

の
公

害
に
お
け
る

法

治
の
責
任

を
負
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
市
長

は
全
市
民

に
よ
り
選

ば

れ
任
期
は
四

年
、
議
員

は
自
分

の

区

に
住

む
住
民
に
よ
り

選

ば
れ
こ

れ
も
任

期
四

年
で
す
。

行
政
の
詳

細
は
よ
く

分
か
り
ま

せ
ん

が
、
市

庁
舎
で
二

回
、

終
日

担
当
官

か
ら

説
明

を
受
け
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

総
じ

て
、
米
国

の
行
政
を
日
本

が
見

習
っ
た

の
だ
ろ
う
と

い
う

感

じ
で

あ
り
ま
す
。

（
完

）

・
過
疎
に
往
む
　
蟻
も
崔
も
　
　
　

老
卜
ば
か
り
　
藤
　
久

・
還
暦
を
　
　
　

老
婆
と
二
人
　
　
過
疎
に
往
む
　
絹
　
枝

・
年
明
け
て
　
　
子
等
皆
か
へ
り
　
過
疎
の
家
　
　
久
　
子

・
過
疎
の
村
　
　
追
討
ち
か
け
る
　
米
自
由
化
　
　
樫
　
吾

・
雅
子
さ
ん
　
　
過
疎
の
村
に
も
　
花
咲
か
せ
　
　
昭
　
夫

・
の
ん
び
り
と
　
大
凧
ゆ
れ
る
　
　
過
疎
の
空
　
　
勝
　
子

・
過
疎
の
村
　
　
Ｊ
Ｒ
騒
音
　
　
　

置
き
み
や
げ
　
森
　
勝

・
お
湯
が
出
て
　
息
ふ
き
返
す
　
　
過
疎
の
村
　
　
年
　
栄

。
お
お
寒
、
い
や
～
な
雪

か
た
ず

け
”
こ

ん
な
事
も
な

く
二
月
が
過

ぎ
る
。
過
ご
し
や

す
い
が

少
し

気

が
か
り
、

異
例
な
暖
冬
。
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広報よもぎた

健康ひとくちメモ

●カルシウムを
十分とって丈

夫な骨づくり

左が工藤美智子保健婦、右が細谷昭子保健婦です

▼
骨
粗
し
よ
う
症
▼

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
か
ら
カ

ル
シ
ウ
ム
が
抜
け
出
る
た
め
骨
が

薄
く
も
ろ
く
な
り
、
ち
よ
っ
と
し

た
こ
と
で
す
ぐ
骨
折
し
て
し
ま
う

病
気
で
、
高
齢
者
、
特
に
更
年
期

以
後
の
女
性
（
と
り
わ
け
閉
経
後

の
女
性
）
が
多
く
か
か
り
、
六
十

歳
を
す
ぎ
る
と
急
激
に
増
加
し
て

き
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、
転
ん

だ
時
に
手
首
を
骨
折
し
た
り
、
背

骨
が
つ
ぶ
れ
て
背
中
や
腰
が
曲
が

っ
て
身
長
が
低
く
な
っ
た
り
、
腰

や
背
中
の
痛
み
が
現
わ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

高
齢
者
が
寝
た
き

り
に
な
る
原
因
の
第

一
は
、
脳
卒
中
の
後

遺
症
で
す
が
、
そ
の

次
に
多
い
の
は
骨
折

で
す
。
し
た
が
っ
て

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予

防
は
、
寝
た
き
り
に

な
る
の
を
防
ぐ
意
味

も
持
っ
て
い
ま
す
。

一
般
に
骨
の
重
量

が
最
も
重
く
な
る
時

期
は
お
お
よ
そ
四
千

歳
頃
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
時
期

ま
で
に
骨
に
カ
ル
シ

ウ
ム
を
十
分
に
蓄
え

て
お
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ

の
た
め
に
は

、
若

い
時

か
ら
カ

ル
シ
ウ

ム
を
多
く

と
る
こ

と
と
、
運
動
に
よ

っ
て
骨
を

丈
夫

に
し

て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

日
常

生
活
で
注
意
し

て
ほ
し

い
点

け
次
の
と
お
り
。

①
カ
ル

シ
ウ
ム
を
十
分

と
る

カ
ル
シ
ウ

ム
は
牛
乳

・
小
魚

・

海

藻
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
て

い

ま
す
。

特
に
吸
収

が
よ

い
う
え

カ
ル
シ
ウ

ム
を
豊

富
に
含
み

、

カ
ル
シ
ウ

ム
の
供
給

源
と
し
て

最
も
重
要

な
食
品
は
牛
乳
で
す
。

カ
ル
シ
ウ

ム
の
必
要
量

は
一
日

六
〇
〇

呵
で
す

が
、
牛
乳

一
本

（
二
〇
〇

猷
）
に
二
〇
〇

昭
の

カ
ル

シ
ウ
ム
が
含
ま

れ
て

い
ま

す
の
で

、
一

日
三

本
飲

め
ば
必

要

量
は
充
足

で
き
ま
す
。
し

か

し

、
日
本
人

の
場
合
牛
乳

の
嫌

い
な
人

が
少

な
く
お
り
ま
せ

ん

の
で
、
牛
乳

に
代
わ
る
小
魚

な

ど
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
日

光
浴
を
す

る

日

光
浴
を
す

る
こ
と
で
、

カ
ル

シ
ウ

ム
を
養
分

と
し

て
と
り
こ

む

ビ
タ
ミ

ン
Ｄ

が
で
き
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

は
吸

収
を
高

め
る

ほ

か
骨

を
つ
く

る
上

で
も
重
要

な
役

割
を
持
っ
て

い
ま
す
。

③
運
動

を
す

る

適
度

な
運
動
は

血
流

を
よ
く
し

骨
の
代

謝
を
促
し
ま
す

。
運
動

す
る

と
カ
ル
シ
ウ

ム
が
骨
に
つ

い
て
丈

夫
に
な
り
ま
す
。

咄
家
の
中
で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う

工
夫
す
る
。

食
事
・
運
動
・
日
光
浴
の
他
に

大
事
な
こ
と
は
こ
ろ
ば
な
い
よ

う

に
す
る
こ

と
で
す
。

わ
ず
か

な
段

差

が
転
倒

に
つ
な

が
り

ま

す
の
で
、
お
年
よ
り
に
や
さ
し

い

住
環
境
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

家庭での骨折の予防
カーペットは、

ゆるみやたるみをつくらない。

室内の整理整頓を可る。

床や階 段は可べら ないように 可る。 浴槽はでき 枳ば低くうめこみ、

入り や堽く する。

通路、階段、風呂 場、ト イレの

照明は明るく。

階段は可べり 止めを付ける。

保健コーナー● 8

わが村の死因のトップは､癌！

蓬
田
村

で
は
昭
和

六

十
三
年

か
ら
平

成
四

年

ま
で

の
五

年
間
に

亡
く

な
っ

た
方
百

七
十

九
名

の
う
ち

、
癌
で
な
く

な

っ
た
方
は
五

十
一
名

と

死
因

の
ト

ッ

プ
を
、
又

長
年
村

の
健
康
問
題
で

あ
る
ア

タ
リ
（

脳
卒
中

）

が
四

十
三
名

、
心
臓

病

が
三

十
三
名

と
全
死
亡

者
中

の
成
人

病
に
よ

る

死

亡
の
七
割

を
占
め
て

い

ま
し

た
。

早

期

発

見

早

期

治

療

を

す

る

た

め

に

、

検

診

は

毎

年

一
回

必

ず

受

け

ま

し

ょ

う

。

▼
S
6
3～
Ｈ
４
ま
で
の
死
亡
状
況
▲



お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

あ
り
が
と
う

二
月
十
七
日
、
今
年
度
か
ら
小

学
校
で
始
め
ら
れ
た

。生
活
科
”

の
学
習
が
、
地
域
の
お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
を
招
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

一
年
生
の
学
習
で
し
た
が

。と

て
も
よ
い
勉
強
”
と
、
二
年
生
、

三
年
生
も
参
加
し
ま
し
た
。
お
手

玉
、
竹
ス
キ
ー
、
凧
、
縄
な
い
、

か
ら

細
工

な

ど
の
作
り

方
、
お
は

じ

き
の
遊

び
方
。
子

供
達
は
み
ん

な
目

を
輝
か
せ

、
一

生
懸
命
取
り

組

み
ま
し

た
。

最

後
は
昔
話
「
し

ら
み
の
裁
判
」

を
、
子
供
達

は
興

味
深
く
聞

き
入

っ
て

い
ま
し

た
。

子

供
達
に
は
忘

れ
ら
れ
な

い
一

日

と
な
っ
た
よ
う
で
す

。

み
～
つ
け
た

6

0

ふれあいセンターよも

ぎ温泉の玄関に雪囲いが

取り付けられました。

よもぎ温泉玄関の自動

ドアは大変珍しい曲面で、

円を描いて開閉します。

この雪囲いは 冬期間直接

ガラスに吹き付け る雪か

らドアを守るためのもの

です。

表定予事行月３
―３４冖

ｎ

）

0
0

１１广
Ｄ

Ｉ６１８１０？

】

３
（
‥
乙

ｒ
ｏ

ｎ

乙
７？

一

（

‥口

ｎ

乙 日

月水木土月木月火木土火金土月

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

書
道
教
室
　
1
3時
～
1
5時

人
権
相
談
　
　
1
0時
～
1
5時

家
庭
看
護
法
研
修
会

９
時
～
（
中
央
公
民
館
）

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
　
1
8時
3
0分

書
道
教
室
　
1
3時
～
1
5時

成
分
献
血
　
1
0時
～
1
6時
（
村
役
場
）

書
道
教
室
　
1
3時
～
1
5時

中
学
校
卒
業
式

県
立
高
校
合
格
発
表

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
　
1
8時
3
0分

小
学
校
卒
業
式

小
・
中
学
校
終
了
式

小
・
中
学
校
学
年
末
休
業

書
道
教
室
　
1
3時
3
0分
～
1
5時

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
　
学
　
校

中
央
公
民
館

小
　
学
　
校

小
・
中
学
校

小
・
中
学
校

中
央
公
民
館

担
　
　
当

9●行事予定/み～つけた



け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
　
5
4

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

日
本
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ツ
㈱

サ
ブ

リ
ー
ダ
ー

ほ
そ
　
　
や
　
　
ま
さ
　
　
　み

細
　

谷
　

正
　

美

さ
ん

村
勢
要
覧
を
拝
見
し
、
村
民
の

方
々
の
活
き
活
き
し
た
様
子
が
伺

え
ま
し

た
。
正
に
素

晴
ら
し

い
自

然
環

境
が
成
せ
る
技

だ
と
思

い
ま

し
た
。

今
、
思

え

ば
、
野

山
や
海

辺
を
走
り
回

っ
た
り
、
冬

に
か
ま

く
ら
を
作
っ

た
り
、
雪
合
戦

を
匚

だ
少
年
期

、
青
年
団
で
の
活
動

、

駅
伝
大
会
等

々
、
心
と
体

が
躍

動

し
て

い
た
頃
を
思

い
出
し
ま
す
。

近

年
、
地
球
環

境
問
題
等
で

騷
が

れ
て

い
ま
す

が
、
蓬
田

村
は
無

縁

の
楽
園

の
よ
う
な
気

が
し

ま
す
。

人
に
も

生
物
に
も
優
し

い
ま
ま

の

村
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て

、
私
の
職
場

は
、
Ｕ
Ｓ

Ａ

と

い
う
雰
囲
気

で
多
く

の
英
会
話

や
英
単
語

が
飛
び
交
う
毎
日
で
す
。

外
資
系
の
会

社
で
す
の
で

、
湾
岸

戦
争
以

来

、
益

々
シ
ー
ク

レ
ッ
ト

に
な
り
、
特

に
警
戒
す
る
よ
う

に

言

わ
れ
て

い
ま
す
。

入
社
当
時

は

研
修

、
職
務

と
大

変
で
し

た
が
、

蓬
田

魂
で

が
ん

ば
り

、
二

年
連

続

金
賞

と
い
う
評
価

も
得
、
現
在

は

エ
リ
ア

の
サ
ブ
リ

ー
ダ
ー
と
し
て

忙
し

い
日
々
を

送
っ

て
い
ま
す
。

自
己
啓

発
を
促
す
為

に
も
、
通
信

教
育
で

資
格
獲
得
に
励

ん
で

い
ま

す

。
今
思

え
ば
、
大
卒

と
い
う
資

格

が
あ

れ
ば
と
残
念
に
思

い
ま
す
。

学
業
と

い
う

知
識
も
、
読
書

と
見

聞

が
時
間

の
豊

富
な
学
生

の
頃

に

得

る
事

が
で

き
て
い
れ

ば
鬼

に
金

棒

だ
っ
た
の

に
と
悔
ま

れ
ま
す

。

又

、
健
康
も
大

切
で
す
。
こ

れ
か

ら

の
管
理
職
は

自
分
の
健

康
も
管

理
で

き
な

い
と
部
下

も
管
理

で
き

な

い
と
言
わ

れ
て

い
ま
す
。

私
も

が
ん

ば
っ
て

い
ま
す

が
、
な

か
な

か
で

き
ず
残
念
で
す
。

皆
様

も
健

康
に

は
気

を
付
け
て
下

さ

い
。

最

後
に
な
り
ま
す

が
、
日
本

生

命
在
職
当

時
は
多
数

の
方

々
の

ご

支
援

、
ご
鞭
撻
を
承
り

、
誠
に

お

世
話
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

又

、
微
力

の
為

、
御
迷
惑

を
お
か

け
し

た
方

々
に

も
、
こ
の
場

を
お

借
り
し

て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
蓬
田

村
の
発
展

と
村
民

の
皆
様

の
御
健
勝

と
御
多
幸

を
御

祈
り

い
た
し
ま
す
。

め も

卜 現住所／〒300茨城県土浦市摩利山新

田331-7/S0298-42- ダイヤルイン･･生
年月日/1958 年６月12日／●･出身／蓬田

／細谷貢氏長男･･家族構成／妻・槙子・
長男・亮孔・卜 好きなもの／読書・麻雀

・ソフト ボールト経歴／青森県立青森商

業高等学校卒（19ｱﾌ年３月）／青森オフ
セット入社（1977年４月）／日本生命、
青森西営業部入社(1983 年）／鈴木住宅

設備（株）入社(1988 年）／日本テキサ
ス・インスツルメンツ（日本Ｔ｜）入社

(1990年）～現在に至る。

けっぱる蓬田人/戸籍の窓口●10

戸籍の

窓　口

人口と世帯数
(１月31日現在)

総人口4,037人
男　1,929人
女　2,108人

世帯数1,053世帯

１月受付分

お誕生おめでとうございます

き むら　　けん た
木 村　 賢 太 詳　一

都志子
長　男

ご結婚おめでとうございます

’青 木　 憲 秀 （ 蓬　 田 ）

､木 村　 真 琴 （ 青 森 市 ）

おくやみ申し上げます

佐々木繁太郎（中　 沢83歳）

佐井　 チ　 ソ（高　 根81歳）

編

集

後

記

。
よ
も
ぎ
温
泉
四
万
一
１
人
目

の
方
に

記

念
品
贈
呈
”
の
瞬
問
を
温

泉
の
職
員

と
待
ち
構
え
て

い
た
。

来
た
来
た
。
さ

っ
そ
く

。
四
万
一
千
人

お
め
で
と
う

″

の
垂
れ
祕

を
下
げ

た
。
重

そ
う
な
ふ
ろ

し

き
づ
っ
み
を
背
負
っ

た
女
性
は
、
ゆ

っ
く
り
ゆ
っ
く
り
玄
関

に
近
づ
く
。
と
、

突
然

そ
の
女
性
よ
り
軽
快

な
足
取
り
で

玄
関

に
入

っ
て
来
た
男
性

が
い
た
。
村

長

で
あ
る
。

職
員
一
同
「
ア
ラ
、
ア
ラ
、

ま

い
ね
、
村

長
四
万

い
千

沃
目

だ
じ
や

’・
」
村
長

い
わ
く
「
我
、
券

、
買
ね
ば

い
い
ん

だ
べ
」
。
職
員
一
同
「

ん
だ
、

ん

だ
、
ん

だ
」
…
。

四
万

一
千
人
目
の
工
藤

ふ
み
よ
さ
ん

お
め
で
と
う

。
前
後
賞
五
人

の
中

に
、

村
内

は
下

山
畆
正
（

長
抖
）
さ
ん
一
人
、

村
外

の
方
に
け
っ
こ
う
利
用

さ
れ
て
い

る
ん
で
す

ネ
。

広報よもぎた
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